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今月の主な内容

JC 見聞録

●３月例会報告　
●４月例会報告
●５月例会報告　
●委員会事業報告
●地域に貢献する方々の紹介

　４月 20 日（水）にクラシティ半田にて４月
例会を開催させていただきました。一般参加
者を交え、半田市企画部市民協働課の吉川真
人氏に市民一人ひとりがまちづくりに携わる
ことの必要性をたいへんわかりやすくご講演
していただき、また市民参画実践委員会によ
り様々なまちづくりの手法を紹介しました。
最後のグループディスカッションでは大変な
盛り上がりをみせ、一般参加者のアンケート
からはとても良い会でしたとお褒めの言葉を
多数いただき、まちづくりに対する参画意識
を向上させることができたと感じました。あ
りがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　市民参画実践委員会【委員長】榊原　和久

有機的地域社会の構築

Be Confident

市民主体のまちづくり 地域で育てるひとづくり
地域力の拡大 地域の中のJCづくり
力強い指導者の育成 時代に即した組織づくり Be Confident

有機的地域社会の構築

　５月 18 日（水）にゆめたろうプラザ響ホールに
て、３月例会を開催させて頂きました。震災に配慮
し、開催日を変更させていただきましたが、正会員
の皆様、そして講師の神谷義尚先輩のご厚情を賜る
ことで、盛大に執り行うことができました。事前ス
テートメント、自己分析シートでは、ありのままの
自己像を再発見していただき、神谷先輩のご講演で
は “ 豊かになった現代日本では努力しないと、苦労
ができない。苦労を知らないと本当に優しい人間に
はなれない ” とお話しいただきました。パワートラ
イアングル作成、行動宣言まで、盛りだくさんの例
会となりましたが、一人ひとりが将来の指導者としてのヒントを得
ることができた例会だったと確信しております。ありがとうござい
ました。

力強い指導者開発委員会　【委員長】細井　靖浩
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JC 見聞録

　新美南吉は 29 才の短い生涯でした。しかし『ごんぎつね』『手袋
を買いに』など生命をかけて書きあげたものは 12 巻の全集となって
残りました。中には代表作以上に感動を呼び起こすものもあります。 
　南吉の書き残したものをもっと知ってもらいたい、そして南吉の

作品から受けた感動を “ 描き ”、“ 歌い ”、“ 演じる ” などと表現活動をしている人達の情報交換の場を作ろうと「ご
んぎつねの会」は平成５年（1993）発足しました。 
　「東の賢治、西の南吉」と広く知れ渡るのを夢見る南吉作品を愛する人達の会です。

「ごんぎつねの会」は次のような活動を行っています。
１．年１回のイベント【あつまろうみんなの南吉展】を南吉記念館で 
　開催し、会員の発表を中心に交流の場にしています。
２．年４回の【ごんのかわら版】を発行して、南吉にかかわる情報を
　提供しています。
３．新美南吉童話賞の共催
４．南吉に関するホームページの発信

◆「ごんぎつねの会」活動詳細に関しては、ＨＰにてご確認ください。

地域に貢献する方々紹介

　５月８日に市民交流センターにて総務委員会委員会事業とし
て公益法人制度に関する勉強会を開催しました。社団法人半田
青年会議所は 2013 年 11 月 30 日までに公益・一般社団法人
のどちらかを選択し移行しなければなりません。委員会発表に
て公益法人制度の概要とこれまで取組み、そして今なぜ公益法
人制度について考え、議論する必要があるのかについて説明さ
せていただき、その後、愛知県産業労働部中小企業金融課主任、
半谷真里亜氏と公益社団法人浜松青年会議所副理事長、秋田聡
氏の２人を講師としてお迎えし、それぞれの立場から公益社団
法人制度について講演をしていただきました。

　５月 12 日に、東海市立勤労センターにて知多半島委員会に
よる知多５ＪＣ５月合同例会が、東京工業大学大学院教授屋井
鉄雄氏を講師に迎え、自然環境溢れる知多半島を守るために～
意識の変革から行動へ～をテーマに開催されました。
　知多半島委員会に出向した半田青年会議所メンバーは、勝山
倹君・小川洋之君の２名。地球温暖化などの環境問題が世界各
地で叫ばれる中、自然環境の現状を把握し、自然を守るために

「思いやり」「いたわり」といった意識を持つことの大切さ、普
段の生活から自然環境を守るための行動をしていくことの重要
性に気付くことができた例会でした。


